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個,そして (n+1)個の対相関,< ikl東 2 > ･･･< ik2n.1東2n.2> から成っている･ただし,
qく1+qく2+- +qく2n.2-0である･当然ながらTVn(L,恒,;a)は有限のaでは常に有限である･
d>2の場合に(22)式での極限をとるためには,比0--T/a2を固定して





































































































































































































































+ + 4 →£L






･6鹿 + 16三 ぬ
H
16A . 16ニ亀 →
一二 二
4.2ループ近似によるグリーン関数のダイアグラム展開･ダイアグラムA,D,Hからのた2への
寄与は無い.
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